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小麦の生育状況を光で測定して
窒素可変追肥の処方箋を提供

窒
素
セ
ン
サ

■C
ropS

pec

51

歩
留
ま
り
を
上
げ
る
た
め
に
は
何
が
で

き
る
の
か
。ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
つ
と
し
て
、

作
物
の
生
育
状
況
に
合
わ
せ
て
施
肥
量
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
技
術
が
世
界
で
開
発

さ
れ
て
き
た
。
特
に
葉
色
と
窒
素
含
有
量

の
相
関
関
係
を
利
用
し
た
技
術
は
す
で
に

欧
米
で
体
系
化
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
必
要
な
機
材
は
、
モ
ニ
タ
付
の
Ｇ

Ｐ
Ｓ
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
施
肥
量
を
可
変
で
き

る
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
タ
。
そ
し
て
、
最
も

重
要
な
の
が
、
今
回
紹
介
す
る
作
物
の
生

育
状
況
を
測
る
窒
素
セ
ン
サ
だ
。

㈱
ト
プ
コ
ン
が
発
売
し
たC

ropSpec

は
作
物
の
生
育
状
況
を
非
接
触
で
計
測
す

る
。
ト
ラ
ク
タ
の
天
井
に
１
組
２
台
の
セ

ン
サ
を
取
り
付
け
、
走
行
し
な
が
ら
連
続

的
に
左
右
両
側
の
作
物
の
デ
ー
タ
を
集
め

る
。
レ
ー
ザ
ー
光
を
発
光
す
る
方
式
は
、

周
辺
環
境
に
左
右
さ
れ
に
く
い
の
で
計
測

は
昼
夜
�
�
����
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問
わ
な
い
。
幼穂形成期およ







び
止
葉
期
に
計
測
し
た
セ
ン
サ
出
力
値

（
Ｓ
１
）
を
も
と
に
施
肥
量
を
算
出
し
、

同
時
可
変
散
布
に
対
応
し
た
ブ
ロ
ー
ド
キ

ャ
ス
タ
で
窒
素
肥
料
の
追
肥
を
可
変
制
御

し
て
行
な
う
。

北
海
道
の
秋
ま
き
小
麦「
き
た
ほ
な
み
」

を
対
象
と
し
た
試
験（
２
０
１
０
～
11
年
・

北
海
道
立
十
勝
農
業
試
験
場
や
北
海
道
大

学
と
の
共
同
研
究
）
よ
り
、
追
肥
量
算
出

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
込
ん
だ
可
変
施
肥
シ

ス
テ
ム
の
導
入
効
果
は
、①
倒
伏
の
軽
減
、

②
収
量
の
増
加（
粗
原
収
量
で
３
・
７
％
）、

③
子
実
蛋
白
含
有
量
の
変
動
幅
の
低
減
と

発
表
さ
れ
た
。
３
つ
目
は
、
つ
ま
り
圃
場

内
の
品
質
の
バ
ラ
ツ
キ
が
少
な
く
な
っ
た

こ
と
を
表
し
て
い
る
。

日
本
の
農
地
サ
イ
ズ
で
は
圃
場
内
で
施

肥
量
を
変
え
る
技
術
な
ど
不
要
だ
と
い
う

声
も
聞
く
。
だ
が
、
前
述
の
増
収
効
果
か

ら
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
す
る
と
、
収
量
�水

準
�
�
�
�
�
��


が
４５

０
㎏
な
ら

16
・
５
ha
、
６
０
０

㎏
な
ら
12
・
４
ha
以

上
で
使
用
す
れ
ば
本

セ
ン
サ
の
導
入
コ
ス

ト
は
７
年
以
内
で
十

分
償
却
で
き
る
と
い

う
。
戸
別
も
し
く
は

地
域
で
共
同
所
有
で

き
る
現
実
的
な
面
積

と
い
え
よ
う
。

セ
ン
サ
に
頼
る
の

本センサを利用した可変追肥技術は圃場内の生育ムラが窒素栄養
条件の差に起因する場合に効果が得られる。排水不良、病害の発生、
または微量要素欠乏などによる生育不良箇所や雑草の多い圃場で
は効果が得られないこともある。ブロードキャスタとの通信プロ
グラムについては随時更新されるので、使用機器に合わせて要相
談。なお、本センサを使った営農技術は北海道農業試験会議にお
いて「普及推進事項」に採択され、順次道内で展開する見込み。

小
麦
の
幼
穂
形
成
期
・
止
葉
期
に
計
測
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は
精
密
農
業
の
本
意
で
は
な
い
。
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セ
ン
サ
で
測
っ
た
デ
ー
タ
を
利
用
し

て
、
バ
ラ
ツ
キ
に
応
じ
た
施
肥
管
理
を
行

な
�������
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い
、
歩
留
ま
り
の
よ
い
収
穫
を
目
指
す

技
術
体
系
で
あ
る
。セ
ン
サ
で
測
る
の
も
、

可
変
施
肥
を
行
な
う
判
断
を
下
す
の
も
農

業
経
営
者
の
意
思
に
よ
る
。
今
や
っ
と
道

具
が
揃
っ
た
���



の
だ
�。�

（
加
藤
祐
子
）

←センサの計測範囲→

（出典：北海道立総合研究機構平成 23年度成績概要書）

収量水準 （㎏ /10a） 450 500 550 600 650 700 750

増収額 （円 /10a） 2459 2732 3005 3278 3551 3825 4098

利用下限面積 （ha） 16.5 14.8 13.5 12.4 11.4 10.6 9.9
注）�増収額は小麦単価を個別所得補償制度概算決定参考資料に基づき8908円/60㎏�
（品代2,458円/60㎏、交付金6,450円/60㎏－１等ランク）として計算した。

本体寸法 200×80×80㎜

設置高さ 2～ 4m

視野角 45～ 55°

環境温度 0～ 60℃

防水防塵性能 IP67

レーザー
安全基準 クラス1

波長帯域 730～ 740nm
800 ～ 810nm

電源 DC10～32V、2A

表２　センサ主要諸元 表１　可変施肥システムの利用下限面積

メーカー希望小売価格：オープン価格
※実勢価格：210〜250万円前後になる見込み

15�

ha
以
上
で
費
用
対
効
果
も
十
分

←センサの計測範囲→


